
中国政経セミナー 

中国の対アメリカ＆アフリカ戦略セミナー 

 

 

 

 

 

 

【主催】 株式会社チェイス・チャイナ（http://chasechina.jp） 

【日時】 2017年 7月 27日（木）13：30～16：30 ※13：15 開場 

【会場】 横浜情報文化センター7階 大会議室 横浜市中区日本大通 11 番地（http://www.idec.or.jp/shisetsu/jouhou/access.php） 

（JR・関内駅から徒歩 10 分、みなとみらい線・日本大通り駅から徒歩 0 分） 

【費用・税込・1名様】※定員数 30 名程度 

一般：8,000 円 優待（チェイス年間購読者・講師紹介・MCH会員）：5,000 円 資料のみ：5,000 円（税込） 

お申込み方法： Fax: 045-315-4946 Email: info@chasechina.jp（担当:横幕、杉山） 

 

第１部テーマ：「中国とアフリカ」 第２部テーマ：「中国とアメリカ」 

１．中国とアフリカの歴史的関係 

２．アフリカ市場の特徴 

３．アフリカを変える中国---中国のアフリカ取組みの特徴 

４．FOCAC（中国アフリカ協力フォーラム）について 

５．日本のアフリカ取組み---TICAD について 

６．アフリカ市場～今後の展望 

 

 

講師：双日株式会社 海外業務部中国デスクリーダー 林千野 

1980 年 北京語言学院（現北京語言大学）入学、1984年卒業 

1985 年 日商岩井株式会社（現双日㈱）入社、物資本部中国貿易班配属

1986 年 同物資第二課配属、中国緞通等インテリア商材の輸入に携わる 

1996 年 国際業務部中国貿易班に異動 

1998 年-1999年 

在ワシントン CSIS（戦略國際問題研究所）にビジネスフェローとして在籍 

2002 年-2006年 北京駐在員事務所、双日（中国）有限公司 

2006 年 8月帰国後、海外業務部中国デスク配属、現在に至る 

１．中国とアメリカの歴史的関係 

２．世界二大経済大国比較 

３．中国とアメリカの相互貿易内容 

４．中国とアメリカの相互投資内容 

５．中国とアメリカの人的交流の現状 

６．米中貿易額は日中貿易の２倍以上 

（日本企業が米中間貿易に入る方法） 

 

講師：株式会社チェイス・チャイナ シニアアドバイザー 松本健三 

1975 年 早稲田大学卒業、日商岩井入社 

1980 年-1985年 北京駐在事務所（機械担当） 

1995 年-1997年 豊和工業シンガポール販社役員（営業部長） 

1999 年-2001年 日東（上海）機械技術中心有限公司：副総経理 

2001 年 日商岩井とニチメン合併（現双日）により早期退職 

2004 年 タイコエレクトロニクス（米国）アジア大洋州販売部長 

2007 年 関電電子有限公司（天津・佛山）中国総代表 

2011 年 Mizuno Consultancy Holdings Ltd. アドバイザー 

2015 年-現職 

【注意事項】  
費用のお支払いは事前のお振込みとなります。お支払いいただいた費用につきまし
ては、原則返金いたしませんので、何卒ご協力をお願いします。 

諸事情により出席ができなくなった場合は、代理の方の出席をお願いいたします。 

【お問い合わせ先】 
株式会社チェイス・チャイナ セミナー事務局  
Tel（Fax 共通）: 045-315-4946  
E-mail：info@chasechina.jp（担当：横幕、杉山） 

住所 〒（          ） 

会社名  電話  

参加者氏名  E メール  

参加方法 一般（   ） 優待（   ） 資料（   ） 不明（   ）※費用の項目をご参照の上、該当にチェックを入れてください。 

トランプ新政権の誕生で世界が激変しているなか、米中の蜜月ぶりは日本メディアの予想を裏切りオバマ政権以上の両国

の接近となりつつあります。2016 年の GDP(経済成長)は米中二大国で世界の 47％（中国 34.6％、アメリカ
12.4％）、貿易総量は世界の25％（アメリカ・中国共に同額の420兆円）となり、米中の動向が日本経済に及ぼす影響
は計り知れません。米国企業経験の中国専門家より米中関係の基本を解説します。 
一方、5 月 14～15 日北京で現代版シルクロード「一帯一路国際協力フォーラム」が開催され、世界 29 か国の首脳と

130以上の国から 1,500人以上の高官が参加するという異例の大会議で、アフリカのほぼすべての国が参加しています。 
推定 100万人の中国人がいる（日本人は 1万人）といわれるアフリカで今何が起こっているのか、現役大手商社の中国

専門家が解説します。 


